
都
宮
駐
屯
地
部
隊
見
学
を
支
援
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
の
隊
員
の
活
動
を
間
近
に
目

し
ら
す
丼
』
が
提
供
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
「
非
常
に
美
味
し
い
」
と
い
っ

屯
地
が
歩
ん
で
き
た
変
遷
の
記
録
を
熱
心
に
辿
っ
て
い
た
。
ま
た
、
参
加

族
会
朝
霞
地
区
協
議
会
（
会
長 

草
野
光
子
氏
）
に
よ
る
陸
上
自
衛
隊
宇

駐
屯
地
所
在
部
隊
の
中
央
即
応
連
隊
が
保
有
す
る
軽
装
甲
機
動
車
や
東
部

隊
員
食
堂
で
の
体
験
喫
食
で
は
隊
員
の
間
で
も
人
気
の
高
い
『
釜
揚
げ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
た
。

に
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
自
衛
隊
の
活
動
を
Ｐ

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
こ
れ
か
ら
も
家
族
会
と
連
携
を
図
り
、

地
域
事
務
所
は
、
令
和
７
年
１
２
月
１
０
日
（
水
）
に
埼
玉
県
自
衛
隊
家

方
面
特
科
隊
第
２
大
隊
が
保
有
す
る
榴
弾
砲
Ｆ
Ｈ
ー
７
０
な
ど
主
要
装
備

当
日
は
、
宇
都
宮
駐
屯
地
広
報
室
長 

大
美
賀
３
尉
の
案
内
に
よ
り
、

品
の
展
示
説
明
を
受
け
た
。

た
感
想
を
い
た
だ
き
高
い
評
価
を
得
た
。

自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促
進
と
募
集
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

防
衛
資
料
館
の
見
学
で
は
、
旧
陸
軍
時
代
か
ら
続
く
貴
重
な
史
料
や
駐

者
の
ご
子
息
２
名
が
こ
の
駐
屯
地
で
勤
務
し
て
お
り
、
直
接
会
い
激
励
す

自衛隊家族会朝霞地区協議会の宇都宮駐屯地見学について

令和７年度予備自衛官補辞令書交付式

式
を
実
施
し
た
。

式
の
あ
と
に
は
、
援
護
課
予
備
自
衛
官
室
が
予
備
自
補
の
教
育
訓
練

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
予
備
自
衛
官
補
が
予
備
自

た
予
備
自
衛
官
補
１
３
名
（
技
能
６
名
、
一
般
７
名
）
の
辞
令
書
交
付

に
お
い
て
、
常
備
自
衛
官
と
は
別
に
訓
練
さ
れ
た
予
備
自
衛
官
や
、
予

し
、
予
備
自
衛
官
等
へ
任
用
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
激
励
を

令
和
７
年
１
２
月
２
０
日
（
土
）、
同
年
１
２
月
１
８
日
付
で
採
用
さ
れ

備
自
衛
官
任
用
の
た
め
教
育
訓
練
に
励
む
予
備
自
衛
官
補
の
存
在
は
周

本
部
長
は
、
訓
示
で
「
我
が
国
を
取
り
巻
く
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

林　

弘
之
１
等
空
佐
）
朝
霞

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

林　

弘
之
１
等
空
佐
）
は
、

辺
諸
国
に
対
し
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。
皆
さ
ん
の
国
防
に
対
す
る

を
実
施
し
て
、
訓
練
出
頭
に
向
け
て
の
不
安
の
払
拭
、
訓
練
出
頭
意
欲

し
、
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
。」
と
し
て
い
る
。

自衛隊埼玉地方協力本部
JAPAN SELF DEFENSE FORCES SAITAMA PROVINCIAL COOPERATION OFFICE

～隊員の活動について理解を促進～

「予備自衛官補への期待の高まりと要望」
し
た
。

の
概
要
や
、
今
後
、
行
わ
れ
る
教
育
訓
練
へ
の
出
頭
要
領
な
ど
の
説
明

衛
官
任
用
に
向
け
て
安
心
し
て
訓
練
に
出
頭
で
き
る
よ
う
丁
寧
に
対
応

の
向
上
、
予
備
自
衛
官
等
制
度
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

高
い
志
が
教
育
訓
練
を
通
じ
て
よ
り
深
ま
り
、
無
事
教
育
訓
練
を
終
了


